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藻
場
造
成
に
関
す
る
研
究

�
ア
マ
モ
場

　
昭
和
四
八
年
に
鳴
門
周
辺
海
域
に
お
け
る
ア
マ
モ

場
の
立
地
条
件
、
群
落
構
造
等
基
礎
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
藻
場
は
、
小
鳴
門
海
峡
、
内
の
海
、
日
出

湾
に
分
布
し
、
密
度
の
高
い
水
域
は
小
鳴
門
海
峡
中

央
部
、
内
の
海
西
端
、
日
出
湾
奥
部
で
あ
っ
た
。
小

鳴
門
海
峡
西
岸
に
位
置
す
る
藻
場
は
最
大
波
高
二

メ
ー
ト
ル
、
一
・
五
ノ
ッ
ト
の
潮
流
の
影
響
を
受
け

る
場
所
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
五
〇~

五
四
年

に
は
、
種
子
の
採
取
と
保
存
の
試
験
を
行
っ
た
。
天

然
花
穂
を
採
取
し
て
水
槽
内
で
結
実
さ
せ
、
集
め
た

種
子
を
冷
蔵
庫
（
四~

八
℃
）
で
保
存
し
た
。
平
成

四~

五
年
に
、
ア
マ
モ
場
造
成
の
た
め
の
基
礎
資
料

を
得
る
た
め
小
鳴
門
海
峡
に
あ
る
藻
場
で
照
度
、
砂

面
変
動
、
生
育
密
度
、
最
大
草
丈
、
落
下
種
子
密
度

が
調
査
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
最
大
草
丈
は
冬
季
に

減
少
し
、
春
季
に
最
大
に
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
ア
マ
モ
場
は
小
石
混
じ
り
の
砂
質
ま
た
は

細
砂
泥
質
と
な
っ
て
お
り
、
強
い
潮
流
に
対
し
ア
マ

モ
草
体
自
身
に
よ
り
地
盤
の
安
定
が
図
ら
れ
て
い

た
。
同
時
に
、
ア
マ
モ
場
造
成
法
に
つ
い
て
の
検
討

が
お
こ
な
わ
れ
、
播
種
の
時
期
、
種
子
か
ら
苗
を
育

苗
す
る
方
法
が
研
究
さ
れ
た
。
流
水
水
槽
内
で
時
期

（
一
〇~

三
月
）
を
違
え
て
播
種
を
お
こ
な
っ
た
が
、

播
種
時
期
が
早
い
ほ
ど
生
残
率
が
高
か
い
傾
向
に

あ
っ
た
が
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
播
種
後

二
週
間
は
低
塩
分
水
（
塩
分
一
七
）
で
培
養
し
た
も

の
が
発
芽
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の

他
、
屋
外
に
置
い
た
簡
易
な
水
槽
中
で
の
育
苗
は
三

月
ま
で
で
あ
る
と
、
流
水
中
と
変
わ
り
な
い
成
長
を

示
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
平
成
六
年
か
ら
は
、
鳴
門
市
櫛
木
浜
で
の
ア
マ
モ

場
造
成
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
研
究
の

目
的
は
、
比
較
的
開
放
的
な
地
形
で
の
波
浪
の
影
響

を
受
け
る
場
所
で
、
物
理
的
に
砂
面
変
動
を
抑
え
る

こ
と
に
よ
り
ア
マ
モ
場
を
作
る
方
法
の
開
発
を
目
的

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で
は
、
波
浪
を
緩

和
す
る
離
岸
堤
内
と
か
漁
港
防
波
堤
内
の
場
所
で
は

天
然
の
ア
マ
モ
場
が
あ
る
が
、
こ
の
研
究
で
は
簡
易

な
施
設
で
同
様
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
当
初
、
漂
砂
制
御
ブ
ロ
ッ
ク
と
人
工
海
藻
を
組

み
合
わ
せ
た
施
設
を
設
置
し
た
が
ブ
ロ
ッ
ク
の
内
、

外
で
の
乱
流
が
激
し
く
、
播
種
し
た
種
子
及
び
移
植

し
た
苗
は
数
ケ
月
で
流
出
し
た
。
同
時
期
に
、
造
成

予
定
地
周
辺
の
海
草
、
海
藻
植
生
及
び
波
高
、
流
速
、

砂
面
変
動
、
粒
度
組
成
、
強
熱
減
量
な
ど
の
物
理
化

学
環
境
が
調
べ
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
こ
の
場
所
の

ア
マ
モ
分
布
を
制
限
す
る
要
因
と
し
て
は
冬
季
の
波

浪
に
よ
る
影
響
（
流
速
毎
秒
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
波
高
二
メ
ー
ト
ル
、
砂
面
変
動
一
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
平
成
七
年

か
ら
は
、
直
径
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
繊
維
を
ヘ
チ
マ
構
造
状
に
加
工
し
た
人
工
海
藻
に

エ
キ
ス
パ
ン
ド
メ
タ
ル
を
融
着
し
た
マ
ッ
ト
を
試
作

し
た
。
こ
の
マ
ッ
ト
の
下
に
ア
マ
モ
種
子
を
播
種

し
、
マ
ッ
ト
を
被
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
冬
季
の
波
浪

に
よ
る
砂
面
変
動
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
、
ア
マ

モ
の
発
芽
体
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

結
果
、
夏
季
ま
で
は
濃
密
な
ア
マ
モ
場
を
造
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
夏
季
ま
で
繁
茂
し
た
ア

マ
モ
も
冬
季
に
か
け
て
の
波
浪
の
た
め
、
マ
ッ
ト
上

の
砂
が
流
出
し
ア
マ
モ
地
下
茎
が
マ
ッ
ト
上
に
露
出

し
、
し
だ
い
に
ア
マ
モ
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
天

然
で
の
ア
マ
モ
場
で
は
、
ア
マ
モ
自
体
の
地
下
茎
が

地
盤
を
安
定
さ
せ
る
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
お
り
、
ア
マ
モ
が
成
長
し
た
夏
季
以
降
は

マ
ッ
ト
の
存
在
が
か
え
っ
て
ア
マ
モ
の
成
長
を
阻
害

す
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
八
年

以
降
は
マ
ッ
ト
の
素
材
を
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
む
し
ろ
な
ど
の
自
然
素
材
な
ど
に
し
、
造
成
試

験
が
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
一
二
年
に
な

り
ガ
ー
ゼ
で
作
ら
れ
た
マ
ッ
ト
の
上
に
、
小
石
を
敷

い
た
も
の
が
良
い
結
果
が
得
ら
れ
、
二
度
目
の
冬
も

耐
え
ア
マ
モ
場
を
形
成
し
て
い
る
。

�
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
場

　
磯
焼
け
に
関
す
る
調
査
は
、
明
治
三
四
年
に
伊
島

か
ら
宍
喰
ま
で
の
海
部
沿
岸
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
が

最
初
で
あ
る
。
阿
部
で
の
調
査
で
は
、
森
林
の
乱
伐

に
よ
る
洪
水
の
度
合
い
の
増
加
に
よ
る
淡
水
の
影
響

が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四

八
年
か
ら
五
五
年
ま
で
、
磯
焼
現
象
究
明
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
海
部
沿
岸
の
海
藻
類
分
布
調
査
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
海
藻
分
布
と
堆
積
浮

泥
と
の
関
係
が
強
く
、
浮
泥
が
堆
積
す
る
場
所
で
は

海
藻
分
布
範
囲
が
狭
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま

た
、
浮
泥
に
よ
る
濁
り
が
藻
類
の
発
芽
成
長
等
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
昭
和
五
〇

年
に
光
量
と
ア
ラ
メ
配
偶
体
、
発
芽
体
の
成
長
速
度

に
つ
い
て
の
生
理
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
結

果
、
ア
ラ
メ
配
偶
体
、
芽
胞
体
と
も
八
〇
ル
ク
ス
以

下
で
は
成
長
が
悪
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
昭
和
四
一
年
か
ら
は
、
日
和
佐
か
ら
宍
喰
ま
で
の

地
先
で
の
磯
焼
漁
場
に
お
い
て
人
工
生
産
し
た
ヒ
ロ

メ
、
ア
ラ
メ
、
カ
ジ
メ
の
種
苗
の
移
植
に
よ
る
藻
場

造
成
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
藻
食
動
物
に
よ
る
食

害
も
あ
っ
た
が
場
所
に
よ
っ
て
は
良
い
結
果
が
み
ら

れ
た
。
昭
和
四
八
年
か
ら
は
、
実
験
規
模
を
大
き
く

し
た
事
業
化
へ
向
け
た
応
用
研
究
と
し
て
海
中
造
林

に
関
す
る
研
究
が
昭
和
六
〇
年
ま
で
お
こ
な
わ
れ

た
。
造
林
基
盤
に
は
台
形
ブ
ロ
ッ
ク
、
Ｈ
型
ブ
ロ
ッ

ク
、
方
塊
ブ
ロ
ッ
ク
、
割
石
等
を
用
い
、
ア
ラ
メ
、
カ

台形型造林ブロック



ジ
メ
、
ヒ
ロ
メ
の
養
成
種
苗
を
移
植
し
た
が
、
ム
ラ

サ
キ
ウ
ニ
等
の
食
害
を
受
け
、
移
植
海
藻
は
一
年
で

消
滅
し
た
。
こ
の
た
め
、
食
害
対
策
と
し
て
人
工
藻

を
ブ
ロ
ッ
ク
側
面
に
巻
き
つ
け
、
食
害
動
物
の
侵
入

を
防
ぐ
こ
と
に
よ
り
無
装
着
よ
り
も
移
植
海
藻
の
残

存
数
が
二~

三
・
五
倍
と
な
っ
た
。
造
林
ブ
ロ
ッ
ク

に
移
植
し
た
カ
ジ
メ
は
移
植
年
の
九
月
、
翌
年
九

月
、
ま
た
ア
ラ
メ
は
翌
年
一
〇
月
に
子
嚢
斑
が
観
察

さ
れ
、
造
林
基
盤
か
ら
の
胞
子
の
伝
播
に
よ
る
藻
場

の
造
成
が
期
待
さ
れ
た
。

　
暖
海
域
で
の
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
海
中
林
の
群
落
構

造
及
び
成
長
様
式
な
ど
の
生
態
学
的
調
査
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
三~

五
五
年
に
、
年
齢
査
定

を
お
こ
な
う
方
法
と
し
て
茎
径
が
妥
当
か
ど
う
か
の

検
討
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
茎
径
の
成
長
、
季
節
変
化

等
に
つ
い
て
の
調
査
に
よ
る
茎
径
組
成
に
も
と
づ
き

年
級
群
を
分
離
す
る
根
拠
を
得
た
。
昭
和
六
一
年
か

ら
六
三
年
ま
で
、
マ
リ
ー
ン
ラ
ン
チ
ン
グ
計
画
の
な

か
で
南
方
域
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
海
中
林
の
造
成
手
法

と
し
て
集
中
し
て
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
の
生
態
学
的
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
若
齢
ア
ラ

メ
・
カ
ジ
メ
個
体
と
高
齢
個
体
の
生
残
の
違
い
、
葉

部
の
成
長
、
流
出
量
の
継
時
的
変
化
等
の
知
見
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
当
才
ア
ラ
メ
の
生
残
過
程
は
指
数

モ
デ
ル
に
よ
く
当
て
は
ま
り
、
現
象
と
し
て
死
亡
が

季
節
の
影
響
を
受
け
ず
、
一
才
以
上
の
藻
体
に
比
べ

死
亡
率
が
高
い
の
で
、
発
生
量
が
少
な
い
と
一
才
に

な
る
ま
で
に
全
滅
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

一
才
以
上
で
は
調
査
場
所
に
よ
り
生
残
率
が
大
き
く

異
な
り
、
物
理
的
環
境
に
よ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
。
三
才
以
上
の
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
で
は
一
年
間

に
現
存
数
の
一
倍
以
上
を
生
産
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
海
中
林
の
維
持
、

管
理
に
必
要
な
知
見
を
得
る
た
め
、
大
型
個
体
を
間

引
い
た
場
合
、
若
齢
個
体
の
生
き
残
り
や
形
態
変
化

の
受
け
る
影
響
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
由
岐
町
阿
部

地
先
に
あ
る
永
久
方
形
枠
内
に
萌
芽
し
た
幼
体
の
一

才
ま
で
残
存
し
た
多
く
の
個
体
は
高
齢
個
体
か
ら
独

立
し
た
部
分
に
認
め
ら
れ
、
樹
冠
下
に
発
生
し
た
多

く
の
小
型
個
体
は
笹
葉
状
の
単
葉
個
体
の
ま
ま
夏
季

に
消
失
す
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
ア
ラ
メ
・

カ
ジ
メ
の
幼
体
の
生
き
残
り
は
植
食
動
物
の
摂
餌

圧
、
波
浪
作
用
な
ど
と
と
も
に
成
体
の
密
度
に
依
存

す
る
関
係
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
光
量
が
ア
ラ
メ
・

カ
ジ
メ
の
初
期
成
長
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
判

断
で
き
る
。
ま
た
、
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
海
中
林
の
高

い
生
産
力
を
安
定
的
に
維
持
す
る
に
は
後
継
群
を
確

保
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
成
体
の
間
引
き
に
よ
る

管
理
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
水
温
が
二
〇
℃
以
下

の
期
間
が
若
齢
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
の
生
き
残
り
、
成

長
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
間
引

き
の
時
期
と
し
て
は
一~

三
月
が
よ
い
と
提
言
し
て

い
る
。
ま
た
、
浅
い
海
域
で
は
成
体
、
幼
体
と
も
高

密
度
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
う
し
た
場
所
に

安
定
性
の
あ
る
移
動
可
能
な
人
工
藻
礁
に
親
藻
を
備

蓄
し
て
お
く
技
術
開
発
を
磯
焼
け
対
策
と
し
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

�
ガ
ラ
モ
場

ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
と
と
も
に
藻
場
の
衰
退
が
み
ら

れ
る
ガ
ラ
モ
場
の
増
殖
手
法
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和

五
一~
五
三
年
に
、
種
苗
生
産
の
研
究
が
着
手
さ
れ

て
い
る
。
対
象
と
し
て
は
、
ウ
ミ
ト
ラ
ノ
オ
、
ヤ
ツ

マ
タ
モ
ク
、
マ
メ
ダ
ワ
ラ
、
オ
オ
バ
モ
ク
の
四
種
類

に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
母
藻
か
ら
の
受
精
卵
を

種
糸
に
採
苗
し
、
そ
の
後
海
中
で
養
成
し
た
。
培
養

初
期
の
幼
胚
期
の
減
耗
が
大
き
か
っ
た
が
、
体
長
二

〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と
安
定
し
て
き
た
。

昭
和
五
三
年
に
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
種
苗
を
造
林
ブ

ロ
ッ
ク
に
移
植
す
る
実
験
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ヤ
ツ

マ
タ
モ
ク
、
オ
オ
バ
モ
ク
種
苗
を
移
植
し
た
が
、
ブ

ロ
ッ
ク
へ
の
着
生
速
度
が
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
と
違
っ

て
遅
く
、
移
植
後
五
・
五
ケ
月
後
の
ヤ
ツ
マ
タ
モ
ク

の
着
生
率
は
一
・
二~

一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
種
糸
の
太
さ
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
状

に
つ
い
て
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
昭
和
五

四~

五
七
年
に
近
海
漁
業
資
源
の
家
魚
化
シ
ス
テ
ム

開
発
に
関
す
る
研
究
（
水
産
庁
委
託
事
業
）
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
オ
オ
バ
モ
ク
の
群
落
生
態

が
由
岐
町
阿
部
地
先
で
お
こ
な
わ
れ
、
繁
茂
期
は
一

〇~

一
一
月
、
凋
落
期
は
一~

三
月
、
分
布
水
深
は

六
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ

た
。
群
落
造
成
試
験
と
し
て
、
人
工
生
産
さ
れ
た
オ

オ
バ
モ
ク
種
苗
を
五
脚
造
林
ブ
ロ
ッ
ク
に
移
植
し
て

い
る
。
移
植
後
の
生
残
は
二
ケ
月
後
に
半
減
し
、
そ

の
後
は
漸
減
し
た
。
移
植
オ
オ
バ
モ
ク
は
、
一
部
が

満
二
才
で
成
熟
し
、
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

個
体
は
全
て
成
熟
し
て
い
た
。
し
か
し
、
波
浪
に

よ
っ
て
先
の
傷
み
や
す
い
淺
所
で
は
成
熟
年
齢
に
達

し
て
も
再
生
産
に
関
与
し
な
い
年
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
オ
オ
バ
モ
ク
の
移
植
に
は
水
深
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
團 

昭
紀
）

アラメ人工種苗 アラメ藻場


